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　　　　　　　L 緒　　　　 論

　人造 バ タ ー （Margarine）は 1868年に 佛國の 油脂化學者 MEGE 　MouRIEs 氏の 考案に成 る もの で

普佛戰爭の 際に使用せ られ て 其の 天然 バ タ ーに極 め て 相似せ る と こ ろ よ e 大 い に 賞讃 を博 しfe　q と

稱せ られ て ゐ る o

　本邦 に 於 い て は 明治 38
，
39年の 頃横濱に於 い て 始 めて 製造 を開始せ られ 、 共後東京 、大阪 、 神奈

川 、 京都 、 兵庫 、 廣島 と其の 工場數 も壇加 し共の製産額 も累年場進の 傾 向を示 し叉其の 晶質も最近

に 於 ける化學 の 急速 な進歩 に依 り幾多 の 改良が加 へ られ漸次天然 バ タ ーに 近似せ る製 晶が製造 され

る樣 に な つ fe、 尚之れ が天 然 バ タ ー と別個 の 健全な發達 を期せ んが 爲各種 の 取締法規が制定せ られ

本邦 に 於 い て は 大正 3年人逡 バ タ ー表示 に關 する件が 農商務 省令 として 公 布 され更に昭 和 9年 10月

1 日農林商工 省令 として 改正公布された、叉昭和 9年に は大 日本人造バ タ P ・協會 、 翌 10年に は大 日

本 人造 バ タ ー工 業組合 の 設立 され る に 至 つ た 。

　古來我が國民の 食品 申に は油脂頚少 く僅か に胡麻油或は 共他の 植物性油脂 の みに して 動物性油脂

に於 い て は共 の 使用は極 め て 微 々 た る もの で あつ たが維薪以來泰西文化 の 輪 入 と共 に動物性食晶特

に バ タ ーの需要は 著 しき増加 を示 し 、 伺近年に至 り之れが漸次其 の 生産量の 豊富 であ り且價額の 低

廉な る とこ ろの 人造 バ タ ーの 利 用 へ と燮 り其の 需要の 塘加 は貲 に想像以上 の もの と謂 ふ も過言で は

な い 。

　よ つ て 本邦に於け る入造 バ タ ーの 需給 と天 然 バ タ ーの 淌費状況 を比較検討 し共の概略 を示 して 參

考 の
一一・・zaとしたい 。

　術以 下記載 す る統計的數値は 主 と して 農林省統計 IC依 つ た もの である が賞際數 と大部懸隔ある も

の と考 へ られ る の で 申外商業薪聞 に掲載せ る もの を も參考 とした 。

　　　　　　　2，人造バ ター工 場數

　 農林省統計 に 依 る 本邦 の 人造 バ タ ー工場數は次表の 如 くで合計22ケ所 、 其 の 中東京は 13ケ 所で第

1位 を示 し 、 大阪 、 祠1奈川の 順で他は各 1 ケ所づ 」で ある。
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3・人造バ ターの 原斜
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　人造 バ タ ーの 原 料油は獸脂 と して 豚 脂 ．羊脂 、 植物性油脂 と し て 椰子油 、
バ ー ム 核油 、 硬化植物

油等 の 脂肪類 よ り液體油 と し て 胡廠油 、 落花生 油 、 棊種油 、大豆油 、 棉貴油 、亜廨仁油等 に至る ま

で使用さ れ て ゐ る が 本邦 に於 け る人造 バ タ ーは 主 と し て 大豆 油を使 用 し其他 植物性硬化油に天然 バ

ターを配合せ る もの 等 も使用せ られ る もの s様 である。

　伺最近工業化せ られ つ N ある精製米糠 油等 も人造 バ タ ー原料 として 適鴬な る もの で東京油脂株式

會胱 に於い て は 之れ を原料 とす る特殊 の 製造 に成功 し其の 製贔が既に市場 に 販賞せ られ て ゐ る 。

　而 して 其 の 原 料の 大部分は之れ を輪 入に仰 ぎ南
．
米 、 濠洲か らは毎年多額 の 原料 を楡 入 して ゐ る

。

　　　　　　　4・人 造バ タ
ー

の 用逾

　人造 バ タ ーは 天然 バ タ ーの 代用た る事は 勿論な る も本邦 に 於け る人造 バ タ ーは 其の 一般的 に考 へ

らる Σ が 姐 くテ
ープ ル バ タ ー

として バ ン 類に 塗布 して 食 用 に 供せ られ て ゐ る の は 其の 一一小部分に 過

ぎな く大孚 は製菓用原料 として 使用せ られる もの であ る
、 本邦に 於 ける入造 バ タ ーの 用途 を考察す

る咋夫略次の 如 くでφる 。

　　　　　・ ・麟 1綴 一 驥 l ll
　即 ち食卓用 として は僅か に 1割 を過 ぎざる もの 〜如 くである 、 佝東京市に 於 い て は 比較的多 く2．5

割 を食卓用 と、して 使 用 し製菓用 として は 4．5割で全 國的に 見た る場合 よ り幾分減少 し て ゐ る 。

　　　　　　　5・人造バ タ
ーの 需給額

　農林省統計竝びに 申外 商業薪聞よ り算 出せ る人造 バ タ L の需給額は次表 の 如 くであ る。

　　　　　　　　（A ）人造 バ ターの 生産 、 輸移入竝び に輛移出

年 　　 　 　 吹

生 産 高

　 　 　 　 　 　 　 　 ｝

鰍 ・ ｛驪 1
〃 2 ・1 
〃 3 ・ ｛  1

飾 省 統 言司 中 鏑 鵜 聞

1
，030，073315

，
733878

，
681375

，854891

，
435302

ρ44

4，093，008

［

35，70725

，
28644

，
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，
63445

，23929

，418

1，3801

，
7846

，1225

，077122427

，
646
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上 表に依 る と昭和 11乍度の 生産高は

4，656，962（斤）を示 し 之 れ を同元 年の 生

産高 1，030，073（斤）に 比 す れば箕に 5倍

の増産 を示 し て ゐ る 。 楡 出に 於 い て も

昭和 10年の 195
，
500（斤）は 同元年の 1

，
38

0 （斤）に比 較 し約 140倍の額に 昇 り 、

叉輪 入に於 い て は 昭和元年に は 35，707

（斤）を示 して ゐた もの が同10年 に は僅

か に 311（斤）の 少數 で累年減少の 傾向

を示 し て ゐ る 、而 し て 其 の 淌費量に 於

い て は昭和元年の 1，0“ ，400（斤）に比較

し同 10年に は2，
123，160（7r）で約 2 倍弱の 増加で昭和 8 、 9 年に於 い て 最 も大な る淌費量を示 し同10

年 に は幾分減少 して ゐ る が今後生産 の 激増 と共に 其の 淌費量 も亦累年増加 を豫想 され る 。

6・人 造 バ ター地 方別生産高

農林省統計に 依 る人造 バ タ ーの 地 方別生 産高は次表に 示 す如 くである 。
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島 ・ 藕岡 ・奈良 ・ 北海道の順 で 、 徇表中生産高 を示 し て ゐ る 地 方で 未だ 工場の 建諱を見な い所が 2 ・

3見受 け られ るが それ らは敦れ も牛肉商 、 或は 油脂工場等に 於い て 適宜製造 され る もの
’N如 く考へ

られ る。

　　　　　　　7・天然バ ター との 淌費比較
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以上 の 調査 よ り近年本邦に於 け る人造 バ タ ーの 需要は 貲に 著 しき増加 を示 し到低天然バ タ ーの 比
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「
（田 中） 本 邦 に 於け お入造 バ タ ーの 需給

で はな い 、 之れは我が 國に 於 げる食 品め旛肪缺 陥 の 矯正竝びに戰時經濟統制 下に於 ける淌費節約 等

の 原 因に 依 り安價なる人造 バ タ ーの 天然ベ タ ー代 用 とし て の 需要 の 増加 で あ つ て 當然の 結果 と考 へ

られ る 、 之れを天然 バ タ ー工 業の 立場よ り見る時 、 人造 バ タ ーは 天然 バ タ ー
特有の 風味竝びぼ榮養

價を附輿せ んがた め 、 牛乳 、 脱脂乳 、 煉乳或は 天然 バ タ ー
その ま ・ の 添加等 の 乳製品 に對 する利用

の進 め られ ゐる事實 よi）
、 人造 バ タ ーの 市場進嵩は 寧ろ陥農業鵬亶 ヒに

一
貢献をなす もの 玉舛く考

へ られ る即 ち人造 バ タ ーの 市場發 展は 天然 バ タ ーの 需要 を開拓 す る傾 向に ある と謂 ふ も過 君で は な

い o

　此 の 際天 然バ タ ー工 業 に 殘 さ れた る 問題 は 生産費を低 減 し
一屠安價な る製品を提 供 す るにある ・

其の 品質が郊何 に優良 なる もの と雖 も高價な る もの は
一一・ew的淌費 も特 殊階級に限定せ られ 之れが淌

費促進 の 一天障害とな る は 明か なる事貲で あ る 、而 して 人 造 バ タ ー工業 に於 “て は 品質劣等 なる も

の L市場進出が共の 淌費開拓上 の みな らす國民の 保健上か ら見て も最 も恐る べ き點である ・ 之れが

’
防止 の た め歐米諸國に於 い て は既に夫 々 油脂 、 水分 、食鹽 、 防腐 劑 、包裝等 に對す る 規格を法律 を

もつ て 規定せ られて ゐ る も我が 國に 於い て は未だ 詳細な る規格が な い 、 之れが漸次改善せ られ て 優

良 な る人造 バ タ ーの 發達は國民 の 保健、ヒに は 勿論酪農業發達 の 上 に 於 い て も亦 其の 貢献す る とこ ろ

大 な る もの がある 、、要は優良なる入造 バ タ ーの 製造に ある 、 如何に 興の 價額が低廉なる もの と雖 も

品 質の 粗悪 な る もの は逾 に 其の 需要 開拓 をな す事能は ざる は言 を俟 ざ る と こ ろ に して 常に 品質の 改

良 向上 に 精進 を要する もの である 。

　 よ つ て 本邦に 於け る人造 バ タ ー竝び に 天 然 バ タ ーの 檜産に件 ふ製品 の 消費對策の 一大根源をな す

もの は前者に於い て は 品質の 向上 であ ；）後者に於 い て は生産費の 低 減に ある 。

　 絡 りに 臨み 本 稿 の 御校閲た賜 り し村 田喜一先 生 に 感謝の 意 為 表す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （於 北 海 道 帝 國 大 學 農 學 部）
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